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6,7,10, 11, 17,24クラス :理 I

｀
Q査渥房朧鱚ltぽ菅縁笏翼FTT  ttLTi3慧奮霧鷲
表に到達する太陽光のエネルギーは入射光に垂直な面で約 1.OkW/m2でぁる3・最大効率の太陽電池でlkW
の出力を得たい場合、集光面の面積はどれだけになるか?

2.(熱力学的絶対温度)理想気体を作業物質としたカルノー・サイクルの効率を計算し、理想気体の状態方程
式 lpy=π RT)を使って定義した絶対温度 Tが熱力学的絶対温度と等しいことを示しなさい。 |

m峰喜: F楔講舞熙攀戴勢
サイクルの効率を求め、カルノー・サイクルの効率と比較しなさい。等積過程でも、断熱過程と違って、熱

の移動が起こる事に注意しなさい。温度が下がる場合は、低温熱浴に熱が移行し、温度が上がる場合は高温

熱浴から熱を受け取る。

図 1:ス ターリング・サイクル

(気体のエントロピー)絶対温度 rにおける等温過程でのエントロピーの変化は移行する熱量△oを使っ
て△S=△o/Tで定義し、断熱過程ではエントロピーの変化はないとする。この定義を用いて、等温過程
で気体の体積がylか ら72に変化したときのエントロピ‐の変化を求めなさい。また、体積が変わらないで

気体の温度がTlからT2に変化したときのエントロピーの変化を求めなさい。

(人のエントロピー)体内から一日のうちに発生するエントロピーの量はどれだけか?人体から一日のうち
に発生する熱量を2000Kcalと し、体温を36℃ として計算し、体熱が外界に放出される時のエントロピーの

増加は考えなくて良ぃ。また、それは何グラムの水が気温 15℃で気化するときに吸収するエントロピーに

相当するか?但し、水が15℃で蒸発するときに吸収する潜熱は4.4× 104」 /m61と して計算しなさい。

(エントロピーの微分)エントロピこの微分を

as= αび+pル
′

で定義する。気体の法則py=π″ 、び=θソT+1/0を用いて、気体のエントロピーを温度と体積の関数
として求めなさい。

7.(不可逆過程とエントロピー)温度ち の高温熱浴から温度 Tlの低温熱浴に熱量△9が移行したときのエ
ントロピーの変化を求め、エントロピーが全体として増加することを示しなさい。
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